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目
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岡
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弥
生
期
の
水
旧
区
制
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

ノ＼

四

口
、
新
潟
県
千
種
遺
跡

こ
」
に
紹
介
す
る
例
は
弥
生
期
の
住
田
川
に
連
な
る
遺
構
で
あ
る
が
、
水
田
遺
構
と
す
る
に
は
お
干
の
疑
問
も
あ
る
。
し
か
し
、
消
仙
の
所
在

は
w
J
附
の
地
阪
一
割
の
彼
元
の
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
。
佐
渡
ケ
山
の
千
締
法
跡
は
、
戦
後
弥
生
後
期
の
低
地
遺
跡
の

訓
売
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
た
機
運
に
の
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
h

一
つ
で
あ
る
。
仇
波
ケ
且
川
中
山
へ
仰
の
国
中
平
野
は
乙
の
島
の
小
以
地
で

国
山
川
も
こ
の
平
野
の
な
か
に
あ
っ
た
。
当
遺
跡
は
国
府
川
と
新
保
、
中
津
両
川
の
合
流
点
に
近
く
、
国
山
山
川
の
河
口
よ
り
約
四
・
五
粁
さ
か
の

ぼ
っ
た
地
点
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
河
川
改
修
工
事
に
伴
っ
て
河
岸
よ
り
発
見
さ
れ
、
川
年
間
月
よ
り
七
月
に
至
る
四
ヶ
月
間
工
事
の
聞
を

ぬ
っ
て
制
夜
が
つ
Y
け
ら
れ
た
。
す
で
に
淵
斑
地
区
の
す
べ
て
は
改
修
工
事
に
よ
っ
て
川
氏
に
役
し
て
い
る
が
、
新
制
川
川
教
討
委
員
か
ら
左
記

の
調
査
報
告
書
が
出
版
さ
れ
た
。

新
潟
県
文
化
財
報
告
第

（
考
古
編
）

『千

fiT[ 
』a

11/l 
利1

八

月
刊

制
限
告
書
に
よ
れ
ば
、
遺
構
は

A
、
B
、
C
の
一
一
一
昨
に
分
か
れ
て
い
る
。

乙
の
三
つ
の
地
区
は
何
れ
も
国
府
川
右
岸
に
あ
た
り
、
新
山
防
の
な

か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

k
流
よ
り

A
、
B
、
C
と
記
録
さ
れ
相
互
間
隔
約
八
十
米
を
へ
だ
て
」
い
る
。

A
地
区
は
割
板
を
方
形
に
組
合
せ
た

井
戸
と
、
四
十
本
の
杭
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
て
事
に
よ
り
充
分
な
記
録
を
と
る
暇
が
な
く
開
減
し
た
。

B
地
区
で
は
泥
炭
同
上
に
形
成
さ
れ
た
小
貝
塚
が
淵
資
さ
れ
、

一
帯
に
は
遺
物
包
含
層
が
あ
る
。
遺
構
と
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、

溝
矢
板
列
、
杭
、
杭
等
が
あ
る
。

C
地
区
で
記
録
さ
れ
た
も
の
は
、
大
小
九
本
の
柱
、
杭
及
び
矢
板
列
の
遺
構
で
あ
る
。

上
記
諸
遺
構
の
記
述
の
う
ち
に
、
乙
L
で
特
に
取
り
扱
い
た
い
の
は
溝
と
矢
板
な
ら
び
に
杭
列
で
あ
る
。
こ
れ
に
閲
す
る
迫
備
は
日
、

C
ニ

地
区
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

B
地
区
で
は
二
ケ
所
に
矢
板
列
が
あ
り
、
第
一
の
地
点
で
は
十
二
枚
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
た
Y
乙
の
制
査
は
新

堤
防
改
修

t
事
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
矢
板
列
を
全
部
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
第
一
地
点
で
は
、
矢
板
は
ほ
と
ん
ど
同
一
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方
向
を
と
っ
て
い
る
。
南
側
の
矢
板
は
二
枚
づ
っ
対
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
外

側
の
矢
板
列
で
計
る
と
、
北
の
列
と
の
間
隔
は
約
一
米
で
あ
る
。
矢
板
は
何
れ
も
杉
材

を
荒
劃
り
に
し
た
も
の
で
、
大
形
厚
手
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。

B
地
区
の
第
二
地
点
で
は
、
矢
板
列
は
や
」
轡
山
し
な
が
ら
も
、
二
列
に
投
ん
だ
状

山
い
山
山
山
が
拙
か
れ
て
い
る
。
こ
の
列
の
一
端
か
ら
、
更
に
直
角
に
折
れ
る
方
向
に
放
ん
だ
数

山
市
枚
の
矢
板
が
あ
る
。
図
示
（
第
一
九
図
）
さ
れ
た
よ
う
に
、
山
折
は
複
雑
で
あ
る
け
れ

E
J
r
 
削
ベ
ど
も
、
一
つ
の
万
向
は
保
た
れ
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、
こ
の
矢
板
列
は
こ
れ
ま
で
あ

極ばi

げ
た
よ
う
な
水
田
地
帯
畦
畔
用
の
も
の
で
な
く
、
護
岸
工
事
の
よ
う
な
水
防
構
築
物
の

図
止
め
板
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

総

C
地
区
で
は
、
す
で
に
抜
き
去
ら
れ
た
矢
板
を
加
え
、
京
よ
り
凶
に
辿
な
り
、
北
に

逃極
山
が
る
十
二
枚
の
列
が
知
ら
れ
た
。
乙
の
矢
板
の
一
側
に
そ
え
ら
れ
た
杭
三
本
と
、
矢

千
板
列
北
端
に
二
本
と
、
列
の
南
側
に
並
ん
だ
四
本
の
割
材
杭
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
杭

波佐
は
こ
の
矢
板
列
の
東
側
に
二
本
北
ん
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
雨
に
は
小
牧
六
本
が
か
た

図
ま
っ
て
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
大
杭
の
間
隔
は
三
・
八
米
で
あ
る
。
こ
れ
は
抜
き
去
ら

仰
れ
た
一
本
と
合
せ
高
床
の
建
築
物
の
遺
構
と
み
ら
れ
ぬ
事
も
な
い
。
矢
板
な
ら
び
に
杭

列
の
別
途
に
つ
い
て
は
報
告
者
は
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
私
は
そ
の
用
途
が
何
れ
に

せ
よ
位
、
杭
、
矢
板
な
ど
の
成
列
万
位
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。

第
一
の
矢
板
列
は
東
西
方
向
よ
り
南
北
方
向
に
屈
折
す
る
よ
う
で
あ
る
。
第
二
の
柱

弥
生
別
の
水
田
区
制
に
つ
い
て
（
下
）
（
鋭
山
）

六
五



弥
生
剣
の
水
凶
区
制
に
つ
い
て
（
下
）
（
鋭
山
）

」、ぃ、
一
ノ
－
ノ

列
と
第
三
の
杭
列
は
ほ
Y
直
交
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
走
向
は
当
地
に
お
け
る
国
的
川
淀
防
と
平
行
、
な
ら
び
に
直
交
す
る
。
又
、

ζ

の
列
は

前
述
の

8
地
区
の
矢
板
列
の
走
向
に
近
似
し
て
い
る
と
と
を
注
意
し
て
お
ζ
う。

次
に

B
地
区
で
発
掘
さ
れ
た
瀞
も
、
矢
板
列
と
相
似
た
走
向
で
あ
る
。

乙
の
溝
は
青
色
粘
土
層
を
切
っ
て
幅
約
一
米
、
深
さ
約
ご
一

O
糎
程
度

に
掘
り
込
ま
れ
、
南
側
の
潜
縁
に
は
所
々
に
杭
が
打
ち
こ
ま
れ
て
い
る
。
北
側
は
工
事
に
よ
る
破
壊
の
た
め
杭
の
所
在
が
た
し
か
め
ら
れ
て
い

な
い
。
潜
内
に
は
土
器
片
、
木
材
片
が
た
ま
り
、

ζ

と
に
蒋
底
に
は
移
し
い
杉
皮
、
山
牧
皮
等
が
滞
留
し
て
い
た
。
潜
践
に
は
砂
牒
に
類
す
る
も

の
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
滞
留
し
た
純
量
の
遺
物
は
、
流
れ
の
方
向
を
示
す
如
く
、
東
西
方
向
に
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
て

い
る
。
高
低
差
か
ら
い
え
ば
、
あ
た
か
も
東
方
住
居
地
帯
か
ら
低
地
へ
の
排
水
路
の
よ
う
な
観
が
あ
る
。
延
長
が
僅
か
し
か
た
し
か
め
ら
れ
て

い
な
い
の
は
お
し
い
が
、
調
査
の
規
模
か
ら
致
し
方
が
な
い

さ
て
上
記
の
詰
遺
構
が
同
一
年
代
の
構
築
物
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

一
々
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
い
〉
乙
〉
に
こ
の
追
跡
の

各
地
か
ら
発
見
採
集
さ
れ
た
土
器
は
、
い
ず
れ
も
弥
生
末
期
の
比
較
的
単
純
な
様
相
を
示
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、
想
定
年
代
の
某
↓
準
を
こ
h
に

置
く
こ
と
は
出
来
る
。
上
器
の
上
か
ら
は
単
一
相
で
あ
り
、
務
中
発
見
の
土
器
も
他
の
様
式
を
ふ
く
ま
ぬ
流
入
堆
柏
と
考
え
ら
れ
る
。
抗
、
矢

板
の
年
代
は
多
少
新
古
の
別
が
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
杭
類
の
原
位
置
を
確
定
出
来
な
い
現
在
は
、
凡
て
が
弥
生
末
期
の
工
作
と
い
え
な
い

ま
で
も
、
登
呂
そ
の
他
の
事
例
か
ら
、
大
勢
は
当
時
期
比
比
定
し
て
注
し
っ
か
え
な
い
も
の
も
多
い
と
思
う
。
そ
う
し
て
溝
、
失
版
、
杭
列
の

定
向
を
合
せ
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

B
地
区
の
溝
の
走
向
を
図

t
で
計
る
と
磁
北
か
ら
五
五
度
東
傾
し
て
い
る
。
同
じ

B
地
区
の
溝
よ
り
西
方
に
位
置
す
る
第
一
地
点
の
矢
板
列

は
方
位
走
向
を
計
る
に
は
余
り
に
短
距
雑
で
あ
る
が
、
時
と
相
似
た
方
向
で
あ
る
。
そ
う
し
て
イ
一
一
本
が
滋
の
方
向
に
平
行
で
あ
り
、
最
北
端

の
一
本
だ
け
が
両
角
五
似
に
打
込
ま
れ
て
い
る
。

第
二
地
点
の
失
絞
列
も
ゆ
る
や
か
に
轡
曲
し
て
い
る
の
で
、
直
線
走
向
を
出
す
乙
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
前
記
の
溝
の
走
向
と
近
似
し
て
い



る
こ
と
は
間
違
な
い

C
地
区
で
は
蛇
行
す
る
矢
板
列
の
一
端
は
東
西
方
向
に
近
い
。
止
杭
を
そ
え
た
北
端
部
で
は
、
瀞
の
定
向
に
ほ
Y
直
角
で
あ
る
。
そ
の
南
に

あ
る
四
本
の
杭
列
は
東
方
の
仲
忙
を
連
ね
る
線
と
直
交
す
る
。
そ
の
東
西
軸
線
を
計
る
と
磁
北
よ
り
六
五
度
来
傾
し
て
い
る
。

さ
て
上
記
の
溝
以
ド
矢
板
、
杭
列
の
大
部
分
の
走
向
は
現
在
の
新
堤
防
に
平
行
関
係
に
お
か
れ
る
も
の
が
多
い
。

国
府
川
改
修
の
新
堤
防

は
、
図
示
さ
れ
た
北
岸
で

Z

Q
持一

5

2
。
何
で
あ
る
。
又
北
岸
川
提
防
の
外
（
北
）
側
の
耕
地
務
理
済
の
水
田
畦
畔
軸
は

Z
（
洞
詩
〉
G
C
e

開

川汁

Z

で
あ
る
。
従
っ
て
前
に
計
っ
た
磁
北
を
真
北
に
改
む
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
対
比
と
な
る
。

回
答
岡
灘
（
∞
益
岡
冷
対
）

Z
目
（
）
。
何

（
い
笹
岡

～Hd
詑い
W
M一」

Z
8
0
開

図
司
コ
一
一
蛍
続
四
社

Z
8
0
開

結
耳
持
｛
国
立
八
百
崎
将
廿

z
o
o。
開

現
在
金
井
町
役
幼
附
近
よ
り
河
岸
の
遺
跡
地
に
直
線
道
怖
が
あ
る
。

こ
れ
は
改
修
さ
れ
た
中
津
川
の
河
道
を
以
て
西
を
限
り
、
東
は
新
保
川

の
両
岸
に
展
開
す
る
新
ら
し
い
耕
地
整
理
の
主
軸
を
な
し
て
い
る
。
南
北
約
一
・
七
粁
、
来
凶
約
一
粁
に
一
日
一
っ
て
行
わ
れ
た
耕
地
幣
理
が
現
在

の
水
田
耕
地
割
の
状
況
で
あ
る
。
旧
杭
列
や
濃
の
走
向
が
現
在
の
耕
地
割
り
に
近
似
し
て
い
る
と
と
が
注
意
さ
れ
忍
け
れ
ど
も
、
こ
の
耕
地
整

斑
は
大
正
元
年
に
脆
行
さ
れ
た
も
の
で
、
古
い
地
割
線
で
な
い
。
国
中
平
野
に
は
、
も
と
も
と
沢
南
北
の
条
里
遺
構
が
一
郎
に
現
存
し
、
か
つ

て
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

佐
渡
の
条
里
に
つ
い
て
は
国
府
川
下
流
左
岸
附
近
に
そ
の
存
在
が
報
知
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
の
報
告
が
み
あ
た
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
私
は
矩
時
日
で
は
あ
っ
た
が
、
佐
渡
の
国
中
平
野
を
ま
わ
っ
て
若
干
の
資
料
を
得
た
。
問
中
平
野
は
現
在
五
万
分
の
一
地
図
を
み

て
も
、
大
規
模
な
耕
地
務
理
が
行
わ
れ
て
い
て
、
古
い
条
里
の
あ
と
を
見
出
す
所
は
畑
野
町
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
町
役
場
で
明
治
ニ
十
一
年
調

弥
生
剣
の
水
田
区
劃
に
つ
い
て
ハ
下
）
（
鏡
山
〉

六
七



弥
生
則
の
水
田
区
却
に
つ
い
て
（
下
〉
（
鋭
山
〉

，＼ 
J¥ 

製
の
千
－

J
H分
ノ
一
地
凶
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
畑
本
郷

の
図
で
は
、
条
里
坪
割
り
の
状
態
が
よ
く
残
っ
て
い
る
c

こ

の
地
方
は
現
紅
色
水
旧
．
区
割
が
そ
の
ま
L

の
姿
で
成
っ
て
い

る
。
現
状
は
航
中
一
日
氏
で
も
条
里
泣
川
怖
が
観
察
さ
れ
る
が
、

佐渡国府川流域条型想定図

国
府
川
の
南
岸
地
帯
に
広
く
展
開
し
て
い
る
条
史
遺
構
は
、

昭
和
四
卜
年
目
川
氏
の
凶
1
．
訓
査
に
よ
っ
て
、

こ
の
地
域
の
五
百

分
の
一
の
正
確
な
尖
測
が
完
了
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
図
面

に
よ
っ
て
計
る
と
、
呼
の
一
辺
は
正
し
く
六

O
問
、
一
一
一
六

O

尺
と
な
り
、
肝
聞
の
方
位
は
正
し
く
京
北
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
与
雌
山
に
か
」
わ
ら
ず
け
い
大
』
的
な
条
叩
一
七
作
が
正

確
な
計
測
を
以
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
に
一
鷺
を
映
し
た
。

畑
野
町
の
東
山
崎
に
新
し
い
耕
地
強
理
の
あ
と
が
あ
る
が
、

ζ

れ
は
隣
の
新
秘
村
の
机
地
肺
結
期
に
連
続
し
た
も
の
で
あ

図翻

る

。

ζ

の
村
の
水
田
地
帯
は
大
正
十
四
年
に
完
て
し
た
も
の

で
、
乙
の
時
の
林
地
桃
山
岨
で
古
い
条
里
の
姿
は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
限
切
に
あ
る
「
新
潟
県
佐
渡
耶
凶
中
耕
地

整
理
組
合
肱
工
地
以
一
般
に
之
に
隣
接
す
る
土
地
現
形
図
」

を
見
る
と
、
新
区
阿
尖
脆
以
前
の
条
里
の
あ
と
が
川
時
に
示



ぎ
れ
て
い
る

こ
の
閃
は
千
二
百
分
ノ
一
で
新
穂
村
の
水
田
地
帯
を
一
枚
に
画
い
た
広
い
地
図
で
あ
る
の
で
、
よ
く
旧
い
問
地
割
が
観
察
出
来
る
。
現
在
の

耕
地
松
山
盟
関
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
水
田
地
割
は
中
央
部
に
於
て
南
北
二
区
に
分
れ
、
ほ
Y
南
北
線
で
は
あ
る
が
、
多
少
傾
斜
し
て
い
る
。
し
か

も
国
府
川
の
川
辺
陀
は
別
方
向
の
広
一
向
が
み
ら
れ
る
。

乙
れ
は
務
理
前
の
地
図
で
は
国
府
川
の
流
路
に
よ
っ
て
古
い
区
岡
線
も
消
滅
し
た
地
区

で
あ
る
。
大
正
十
四
年
図
で
は
、
新
防
相
川
の
東
北
岸
に
は
南
北
方
向
の
条
旦
の
あ
と
が
明
ら
か
に
残
っ
て
い
る
し
、

文
村
の
大
部
分
の
水
町

は
、
畑
野
村
の
条
里
と
相
連
続
し
て
そ
の
聞
に
脈
絡
の
と
れ
な
い
所
は
な
い
。

次
に
国
府
川
の
北
岸
で
は
、
令
一
井
町
筏
甥
に
於
て
「
新
潟
県
佐
渡
郡
余
沢
村
中
央
耕
地
整
毘
組
合
施
工
地
区
及
之
に
隣
接
す
る
土
地
の
現
形

図
」
千
二
百
分
ノ
一
一
凶
を
点
検
し
た
。
と
の
図
陀
よ
れ
ば
当
地
医
に
も
南
岸
と
同
じ
く
東
西
南
北
方
向
の
坪
割
り
が
読
み
と
れ
る
。
こ
う
し

て
み
れ
ば
、
現
在
い
く
つ
か
の
奥
方
向
の
水
田
区
一
闘
が
出
来
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ふ
る
く
は
東
西
1
南
北
を
法
線
と
し
た
連
続
条
里
医
困
が
ζ

の
平
野
の
中
心
部
を
蔽
っ
て
い
た
乙
と
が
察
知
さ
れ
る
。

た
Y
こ
れ
等
の
六
百
分
乃
至
千
二
分
ノ
一
字
図
を
点
検
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
畑
野

町
の
場
合
が
最
も
よ
く
条
旦
の
あ
と
を
残
し
て
い
る
の
に
対
し
、
新
穂
町
、
金
井
町
な
ど
は
条
里
跡
と
し
て
や
L
判
定
し
難
い
部
分
が
ふ
く
ま

れ
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

こ
と
に
中
津
川
、
新
保
川
の
流
域
で
は
、
南
北
の
条
呈
線
は
凡
そ
追
求
出
来
て
も
、
坪
割
り
の
医
商
線
が
明

擦
を
欠
く
所
が
や
す
い
。

た
Y
南
北
方
向
を
追
求
す
れ
ば
、
新
保
川
下
流
（
国
府
川
の
合
流
点
近
く
）
左
岸
地
区
は
疋
南
北
方
位
の
地
割
が
あ

り
、
中
作
川
．
卜
抗
左
岸
も
同
様
で
あ
る
。

乙
の
二
つ
の
川
の
問
に
狭
ま
れ
た
地
域
が
問
題
の
千
積
遺
跡
の
北
山
停
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
大

正
元
年
間
で
は
比
一
北
よ
り
約
八
度
の
斜
傾
で
あ
ろ
。
尤
も
こ
の
地
区
の
地
割
は
や
〉
乱
れ
て
い
る
の
で
、
古
い
地
割
線
そ
の
ま
〉
で
あ
る
か
否

か
疑
問
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
左
右
の
正
南
北
路
線
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
僅
か
五

0
0米
程
度
の
聞
だ
け
急
変
す
ろ
ζ

と
も
考
え

ら
れ
な
い
が
、

一
回
に
は
閏
府
川
に
直
流
す
る
水
路
線
が
正
南
北
よ
り
や
」
西
に
傾
く
古
い
地
形
が
条
里
の
甘
車
線
を
若
干
周
辺
地
域
で
乱
し
た

と
と
も
考
え
ら
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
国
中
平
野
の
条
里
線
は
真
北
を
一
方
向
と
す
る
交
叉
線
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
考
え
れ

弥
生
期
の
水
回
区
割
に
つ
い
て
（
下
〉
（
鏡
山
）

ノ、
ブL



弥
生
期
の
水
田
区
制
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

ぱ
、
弥
生
期
の
水
田
区
画
と
蹴
断
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
国
府
平
野
の
条
里
施
行
以
前
の
水
田
区
画
の
全
体
を
推
測
す
る
乙
と
は
出
来

七。

な
い
け
れ
ど
も
、
国
府
川
に
流
入
す
る
新
保
、
中
津
両
河
は
本
流
に
直
角
に
流
入
す
る
と
い
う
地
形
を
局
地
的
に
み
れ
ば
、
弥
生
期
の
杭
列
が

現
代
の
耕
地
務
理
の
方
向
に
一
致
す
る
と
い
う
理
由
も
首
肖
出
来
る
。
し
か
し
翻
っ
て
考
え
る
と
、
弥
生
期
の
水
聞
広
岡
も
局
地
的
な
処
理
で

な
く
、
も
っ
と
広
い
地
域
に
立
脚
し
て
計
画
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
乙
の
位
の
断
片
資
料
で
は
問
題
に
対
す
る
す
一
論
の
足
場
と
は
な
り
難
い
。

た
Y
こ
れ
ま
で
の
知
見
に
よ
っ
て
、
弥
生
期
の
区
画
が
正
し
い
直
線
で
な
い
ζ

と
か
ら
、
南
北
に
近
い
水
田
区
画
線
が
仮
に
弥
生
期
に
存
在

し
て
い
て
も
、
多
少
角
度
の
ず
れ
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
杭
列
が
正
東
西

l
南
北
を
示
さ
な
い
所
に
工
作
さ
れ
た
時
代
の
古
さ
が

物
語
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
乙
と
が
山
来
よ
う
。

住

千
種
遺
跡
は
出
土
し
た
木
端
、
木
製
品
が
人
々
の
法
認
を
ひ
き
、
現
地

の
調
査
陣
が
工
事
に
対
応
す
る
緊
急
休
制
を
と
り
、
同
学
院
大
学
考
山

学
研
究
室
の
応
援
を
得
て
調
資
が
遂
行
さ
れ
た
。

佐
波
ケ
烏
の
磁
針
の
ふ
れ
は
資
料
に
之
し
い
が
、
こ
こ
で
は
仮
に
六
，
皮

と
し
て
計
算
し
た
。
山
本
修
之
助
氏
者
の
「
佐
波
の
向
」
に
制
加
減
さ
れ

た
地
凶
に
は
五
皮
三
十
分
と
出
て
い
る
。

国
土
地
別
院
に
所
蔵
さ
れ
る
川
参
派
本
部
隙
地
測
説
部
の
五
万
分
ノ
一

の
凶
幅
（
夷
）
を
み
る
と
、
最
も
十
日
い
も
の
は
大
正
二
年
調
製
の
も
の

で
あ
る
。
乙
の
凶
に
は
、
当
地
の
道
路
は
改
修
一
間
後
の
状
態
が
拙
か

れ
、
条
虫
の
表
現
は
失
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
凶
十
一
年
五
月
間
日
五
日
に
、
金
井
町
、
畑
野
町
、
新
柏
村
の
名

役
場
を
廻
っ
て
資
料
を
集
め
る
乙
と
が
出
来
た
。
需
に
名
町
村
役
場
に

廃
問
と
な
っ
た
耕
地
穏
期
前
の
千
二
百
分
の
一
の
地
凶
が
あ
っ
て
、

詮
2 

註
3 

註
4 

註
5 

条
型
複
元
に
役
立
っ
た
。
廃
楽
用
の
地
凶
告
知
は
廠
史
資
料
と
し
て
効

力
を
発
相
伴
す
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
完
全
な
保
存
を
望
み
た

、‘。国
中
平
野
の
条
虫
坪
付
け
の
遺
名
と
忠
わ
れ
る
ん
子
名
を
さ
が
し
た
が
、

明
確
な
も
の
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
－
E

た
況
の
地
名
資
料
の
な
か

で
、
旧
古
井
村
の
大
字
大
和
の
う
ち
に
ご
ノ
坪
」
と
い
う
小
田
干
名
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
万
一
向
の
条
虫
遺
構
を
調
市
川
す
る
阪
が
な
か
っ

た
の
で
、
断
百
は
出
来
な
い
が
、
或
は
坪
読
み
の
巡
名
か
も
知
れ
な

、。佐
度
史
学
第
二
銭
（
附
和
三
十
五
年
十
月
刊
〉

本
間
雅
彦
氏
「
地
名
採
集
手
帖
」
（
続
／
『
部
）

乙
の
資
料
を
提
示
さ
れ
た
本
閥
氏
の
好
滋
を
感
謝
す
る
。



ハ
、
三
重
県
上
箕
田
遺
跡

上
箕
田
遺
跡
は
鈴
鹿
市
神
戸
町
の
東
約
－

7
五
粁
、
伊
勢
湾
海
岸
よ
り
約
二
粁
、
上
箕
岡
部
落
の
南
に
位
置
し
て
い
る
。
鈴
鹿
川
の
南
岸
平

野
、
水
団
地
帯
の
た
V
な
か
に
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。

昭
和
一
一
一
十
五
年
名
古
屋
大
学
浴
田
正
一
教
授
の
指
導
の
も
と
に
、
三
重
県
立
神
戸
高
等
学
校
仲
見
秀
雄
氏
等
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調

査
後
「
鈴
鹿
市
上
箕
田
林
生
式
遺
跡

l
第
一
次
調
査
報
告

l
」
が
出
版
さ
れ
た
。
当
時
私
も
ζ

の
報
告
書
を
恵
与
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
九
年

現
地
を
お
と
ず
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
当
時
神
戸
高
校
に
も
な
寄
り
、
調
査
担
当
教
官
の
教
示
を
う
け
、
発
見
遺
物
を
災
見
す
る
こ
と
が
出
来

た。
以
ド
上
記
報
告
書
に
よ
っ
て
遺
跡
の
概
望
小
一
紹
介
し
て
お
こ
う
。
発
掘
地
区
は
、
昭
一
米
、
長
き
一
一
間
米
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
、
所
要

の
地
区
を
そ
の
両
側
に
拡
張
す
る
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
左
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
、
柱
、
矢
板
列

ケ
所

二
、
溝
状
遺
構

ケ
所

之
内

T
Z’L

R
B
H
H／
 

ケ
所

四

、

柱

穴

ケ

所

五
、
竪
穴
及
炉
叫
件
数
ケ
一
例

柱
、
矢
板
の
列
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
貯
蔵
穴
と
称
す
る
ピ
ッ
ト
は
、

ご
・
二
米
×
一
二
米
の
円
型
に
近
い
思
穴
で

深
さ
一
・
四

米
、
下
部
が
狭
ま
っ
て
、
表
面
近
く
で
は
稿
集
し
た
土
器
片
の
他
に
瓜
の
荷
子
、
炭
化
米
粒
そ
の
他
が
出
土
し
て
い
る
。
ピ
ッ
ト
の
内
部
は
泥

炭
状
の
黒
土
で
埋
ま
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
上
町
の
土
器
は
弥
生
後
期
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
竪
穴
は
発
掘
地
区
の
断
面

κ一
ニ
ケ
所
記

録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
は
徒
約
一
米
の
く
ぼ
み
に
灰
が
一
五
糎
ほ
ど
堆
積
し
て
い
る
の
で
、
炉
陛
と
さ
れ
て
い
る
。
小
形
竪
穴
一
ケ

弥
生
期
の
水
凶
区
割
陀
つ
い
て
（
下
〉
ハ
鋭
山
）

七



弥
生
期
の
水
田
区
制
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

／勾ノヱ
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七

所
は
ト
レ
ン
チ
の
端
に
か
h

っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
完
抑
さ
れ
て
い
な
い
。

溝
状
の
迫
構
も
全
掘
さ
れ
て
い
な
い
の
で
会
長
は
わ
か
ら
な
い
が
、
約
一
一
米
の

聞
を
一
二
ケ
所
で
調
究
さ
れ
て
い
る
。
断
川
U
形
で
と
幅
約
二
米
下
幅
約
一
ー
米
山
怖
さ

六
O
乃
五
八

O
桝
脱
皮
と
い
う
。
比
思
な
ど
の
時
州
仰
に
比
べ
る
と
や
、
浅
い
よ
う

‘上箕回、報告諒より

で
あ
る
。

乙
〉
で
は
瀞
の
上
辺
に
多
最
の
弥
生
式
十
一
叩
仰
を
発
見
す
る
よ
う
で
あ

る
。
乙
の
酵
の
性
質
に
つ
い
て
は
一
部
分
の
先
制
に
と
Y
ま
っ
て
い
る
の
で
肌
町
一
バ

は
出
来
な
い
が
、
次
に
述
べ
る
第
一
杭
列
と
ほ
Y
平
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

か
＼
け
ら
れ
た
平
山
図
で
見
る
と
、
瀞
の
線
か
ら
十
川
側
に
柱
列
が
あ
り
、
北
側
に

上箕田遺跡遺構図

早
川
八
、
貯
賊
附
杭
穴
な
ど
の
住
府
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
或
は
水
田
地
帯
と
日

居
地
帯
と
の
境
を
区
切
る
溝
と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
布
の
微
地
形
や
、
弥
生
川
の

地
形
復
元
に
よ
っ
て
も
、
北
よ
り
南
に
儲
か
ば
か
り
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
。
ト
レ
ン
チ
の
断
面
で
記
録
さ
れ
た
所
で
は
、
黒
色
有
機
土
層
の
ド
民
間

は
、
や
は
り
南
に
向
っ
て
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
傾
斜
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
杭
列
は
二
ケ
所
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。

第21図

第
一
は
二
列
に
な
っ
て
五
米
の
聞
に
－
一
十
三
本
発
見
さ
れ
て
い
る
。
二
列
と
い

つ
で
も
、
北
側
に
多
く
、
両
列
の
間
隔
は
約
三
冗
隅
科
度
で
あ
る
。
現
存
の
杭
は

長
さ
五

O
籾
以
．
卜
の
も
の
が
多
い
。
地
表
下
三

O
焼
以
下
に
杭
頭
が
あ
る
。
杭
顕

の
位
置
は
当
初
か
ら
そ
の
ま
h
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
報
告
者
は
弥
生
後



期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
d

杭
の
な
か
に
は
此
部
で
辿
結
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
水
路
遺
構
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
盈

R
の
矢
杭
列
の
遺
構
に
比
べ
る
と
、
小
形
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
な
お
比
較
検
社
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

第
一
一
の
杭
列
は
一
・
一
一
一
米
の
間
に
十
四
本
密
着
し
て
発
見
合
れ
て
い
る
。
地
下
七

O
乃
至
五
O
縄
の
青
色
粘
土
層
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

報
告
者
は
弥
生
中
期
以
前
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
用
途
も
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
杭
と
称
す
る
も
の

〉
な
か
に
は
板
材
も
ま
じ
っ
て
い
る
。
文
、
横
材
を
通
す
孔
が
あ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
前
に
紹
介
し
た
山
木
水
田
遺
跡
で
み
る
よ
う
な
縦

横
材
の
組
合
せ
に
似
た
構
造
が
こ
k

で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
例
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
一
の
例
は
耕
作
田
陀
関
係
あ
り
そ
う
で
あ

る
。
任
か
ば
か
り
の
発
掘
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
も
断
片
資
料
に
す
ま
な
い
け
れ
ど
も
、
現
在
乙
の
地
域
は
条
里
制
の
明
瞭
な
遺
構
の
た
Y
な
か

に
あ
る
の
で
、
両
者
の
対
比
を
試
み
て
お
ζ

う。

鈴
鹿
川
南
岸
下
流
平
野
、
く
わ
し
く
い
え
ば
鈴
鹿
川
と
金
沢
川
と
の
間
に
は
、
海
岸
道
路
近
く
ま
で
、
条
里
遺
械
が
み
ら
れ
ろ
。
上
筑
同
遺

跡
は
こ
の
条
旦
地
帯
の
中
九
よ
り
や
」
南
に
よ
っ
た
位
置
に
あ
る
。
今
こ
の
条
里
区
を
図
上
で
計
る
と
、
東
西
及
南
北
約
六
粁
の
純
凶
で
あ
る

が
、
質
問
地
方
で
の
条
恒
仙
の
万
佐
は
、
北
約
二
十
度
東
傾
し
て
い
る
。
と
〉
に
あ
げ
た
弥
生
期
の
杭
列
は
正
し
い
直
線
を
な
し
て
い
な
い
こ

と
は
乙
れ
ま
で
あ
げ
た
消
辺
跡
の
い
机
列
と
も
共
通
す
る
性
質
で
あ
る
が

図
示
さ
れ
た
遺
跡
閃
は
ト
レ
ン
チ
の
方
位
が
条
里
線
に
却
制
さ
れ
た

現
夜
の
陛
畔
の
方
的
に
一
致
レ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
走
向
関
係
は
一
日
比
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

こ
、
で
は
弥
生
期
の
第
一
杭
列
は
条
思
の
刀
山
と

数
度
の
制
去
が
み
と
め
ら
れ
、
か
え
っ
て
招
－
一
杭
列
が
条
盟
主
向
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
が
川
同
然
で
あ
る
か
ど
う
か
、
一
向
距
縦
の
制
市
で
は

断
定
し
雌
い
が
、
土
地
区
耐
の
－
r
H
A
f
泊
じ
て
の
一
貫
性
と
い
う
と
と
が
主
眼
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

ζ

の
杭
列
も
一
そ
う
章
一
要
視
さ
れ
ね
ば
花
ら

戸、も
F

、．。

十
J

一BL
V

乙
の
第
二
杭
列
が
条
川
市
一
以
一
州
以
後
の
施
設
に
伴
う
も
の
と
す
れ
ば
、
解
釈
は
簡
単
で
あ
る
が

報
告
者
の
よ
う
に
弥
生
中
則
以
前
と
す

る
な
ら
ば
簡
単
に
み
す
と
せ
な
い

き
て
第
一
杭
列
が
弥
生
則
水

mの
畦
畔
や
水
路
に
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
の
水
田
国
は
何
処
に
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ

弥
生
期
の
水
田
区
割
に
つ
い
て
ハ
下
）
（
鏡
山
）

七



弥
生
期
の
水
同
区
割
に
つ
い
て
（
下
）

（
鏡
山
）

七
四

れ
は
杭
頑
の
当
初
の
位
置
で
決
定
さ
れ
る
可
能
性
に
あ
る
が
、
杭
到
の
上
部
は
鴎
朽
し
て
構
築
当
初
の
彼
一
川
が
閑
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
造
物

と
包
合
七
同
の
関
係
か
ら
批
判
す
る
以
外
に
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
訓
資
仙
川
医
の
屑
枕
問
係
は
在
の
通
り
で
あ
る
。

園
、
行
灰
色
細
砂
層
人
工
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
弥
生
以
前
の
層

E
、
旧
同
色
砂
牒

灰
同
色
砂
府
民
粘
土
、
背
灰
色
粘
st
問
よ
り
な
る
。
弥
生
前
i
中
期
の
土
器
を
含
む
。
第
一
一
の
い
机
は
と
の
居
中
に
残

存
し
て
い
る
。

E
、
黒
色
魔
植
土
届

弥
生
後
期
の
土
器
、
石
器
等
を
合
ん
で
い
る

ー
、
緋
作
土

乙
の
沼
田
層
の
堆
結
の
し
か
た
は
、
洪
水
、
溢
水
の
状
態
存
不
し
て
い
る
。
従
っ
て
水
田
上
面
が
削
去
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
又
砂
礁
の

混
入
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
表
面
の
変
動
に
よ
っ
て
弥
生
中
期
又
は
そ
れ
以
前
の
水
田
聞
を
と
ら
え
る
乙
と
は
附
縦
で
あ
る
。
弥
生

後
期
の
ん
国
人
pu
層
に
第
一
杭
列
が
耐
を
持
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
代
は
拠
り
所
を
持
つ
乙
と
』
な
る
。

弥
生
後
期
の
低
地
遺
跡
で
納
物
性
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
乙
と
は
、

ζ

れ
ま
で
に
多
く
の
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

と
の
遺
跡
で
も
、
地

下
六

O
ル
至
八
O
樋
の
泥
恨
地
か
ら
木
製
品
そ
の
他
の
造
口
聞
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
木
製
容
器
と
し
て
ム
口
付
椀
の
例
が
あ
り
、
組
合
せ
の
器
只

や
弓
形
の
水
器
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ア
ン
ペ
ラ
状
編
勅
な
ど
も
珍
ら
し
い
出
土
品
で
あ
る
。
又
、
炭
化
米
も
多
く
、
戎
地
点
で
は
中
市
民
の
籾
が
脱

状
を
な
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
期
の
籾
粒
と
し
て
注
意
を
ひ
く
問
題
も
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
専
門
家
の
研
究
を
期
利
し
た
い
。

当
遺
跡
は
鈴
鹿
平
野
に
於
け
る
一
一
一
角
洲
扇
状
地
内
に
な
地
し
て
い
る
が
、
弥
生
後
期
の
遺
跡
は
海
岸
線
近
く
ま
で
介
布
し
て
い
る
。
当
時
の

海
岸
線
が
現
在
と
大
先
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
叉
、
条
里
逃
構
も
海
岸
近
く
ま
で
の
び
て
い
る
。
乙
の
条
里
遺
跡
仰
は
同
十
一
地
政
院
の
一
八

万
分
の
一
地
形
図
を
見
る
と
、
作
然
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

1
1
制
に
検
討
す
る
と
随
所
に
ひ
ず
み
と
ず
れ
が
み
と
め
ら
れ
る
。

こ
と
に
こ
の

条
回
一
山
平
併
の
北
辺
で
は
偏
完
が
は
な
は
だ
し
い
。
鈴
鹿
市
調
製
の
一
一
一
千
分
ノ
一
地
図
を
み
れ
ば
、
こ
の
関
係
は
一
そ
う
判
然
と
す
る
。
図
上
に



弥
生
期
の
水
田
区
制
に
つ
い
て
（
下
）

（
鋭
山
）

3 

ハH
U
ぃ！ハり

は
長
地
割
の
条
里
区
線
が
連
続
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
条

里
肝
陪
の
線
は
一
山
々
で
組
離
を
来
し
て
い
る
。
端
的
に
い

え
ば
、
両
辺
が
平
行
で
な
か
っ
た
り
、
間
角
が
直
角
で
な

か
っ
た
り
す
る
乙
と
も
あ
る
。
川
う
る
に
一
辺
長
が
正
確

同

に
六

O
問
（
三
六

O
尺
）
で
な
く
長
知
去
が
あ
る
。

と
し、

況

う
こ
と
は
画
一
的
な
計
画
で
な
く
、
各
々
の
地
区
で
独
立

現

し
た
方
形
地
割
を
目
標
と
し
て
両
地
し
た
た
め
に
、
そ
の

リレヒI’’ 地

間
の
脈
絡
が
と
れ
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

方
そ
れ
で
も
各
々
の
坪
が
全
〈
独
ー
し
た
も
の
で
な
く
、
小

士山

去
を
以
っ
て
方
向
と
一
辺
長
を
な
る
べ
く
小
J

し
く
し
よ
う

国
と
す
る
合
図
は
一
合
定
出
来
な
い
。
そ
れ
等
の
変
差
の
つ
じ

n 

つ
ま
を
つ
と
め
て
合
せ
る
と
す
れ
ば
、
隣
持
の
坪
が
章
一
複

第 22閃

し
て
小
型
の
坪
が
出
来
る
か

肝
と
け
の
間
に
主
隙
が
山
山

来
る
か
何
れ
か
で
あ
る
。
後
者
の
以
合
、
長
M
M
の
先
だ
け

の
時
は
狭
く
長
い
坪
内
の
空
地
が
山
来
る
。
異
方
向
の
隣

接
区
の
局
A
口
に
は
綿
形
に
似
た
安
地
が
出
来
る
。

乙
の
よ

う
な
一
小
・
終
合
の
条
里
は
、
極
端
に
な
れ
ば
翠
円
水
間
遺
跡

に
み
る
よ
う
な
地
割
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
伊
勢
の

七
五



弥
生
期
の
水
間
区
割
に
つ
い
て
（
下
〉
（
鏡
山
）

七
六

と
の
同
時
合
は
不
整
合
で
あ
っ
て
も
条
里
で
あ
る
。
弥
生
期
の
水
間
医
聞
と
同
一
視
出
来
な
い
ζ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
規
絡
終
合
の
条
旦

と
、
設
円
水
田
区
間
と
の
対
比
を
し
て
み
れ
ば
、
ま
占
d
k
鈴
鹿
市
条
里
は
両
者
の
中
間
的
な
形
態
と
み
る
ζ

と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち

な
み
に
こ
の
地
域
の
条
旦
坪
割
り
に
は
切
瞭
な
長
地
割
り
の
形
態
が
北
川
辺
的
に
み
ら
れ
る
。
し
か
も
伴
内
は
ほ
と
ん
ど
平
行
路
線
に
よ
っ
て
十

等
分
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
も
、
即
の
一
辺
が
疋
確
に
等
辺
で
な
い
だ
け
に
、
特

κ目
立
っ
て
い
る
。

一
般
の
条
里
区
内
の
現
象
と
し
て
は
理
解
し
難
い
こ
れ
等
の
不
柊
合
の
原
因
の
一
つ
は
、
恐
ら
く
瀧
淑
水
系
の
異
方
向
に
担
因
す
る
ζ

と
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
等
の
水
系
が
条
里
区
で
別
方
向
に
指
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
地
形
K
左
右
さ
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
前
時
代
の
水

系
に
拘
束
さ
れ
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
施
行
当
時
の
土
木
て
事
遂
一
行
の
能
力
K
よ
れ
ば
、
乙
の
程
度
の
方
向
規
格
を
厳
守
す
る
た
め
、
条
里

謹
棋
の
水
路
を
乙
の
広
域
内
で
荷
線
化
す
る
乙
と
は
さ
ほ
ど
悶
郊
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
蜘
側
面
線
を
見

出
す
乙
と
は
条
里
起
源
の
観
点
か
ら
も
み
す
ご
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。
な
お
こ
の
よ
う
な
偏
異
傾
向
は
伊
勢
国
の
他
の
条
里
に
も
見
ら
れ
る
と

と
ろ
で
あ
る
か
ら
、
別
稿
に
於
て
再
び
ふ
れ
る
こ
と
に
し
度
い

鈴
鹿
条
毘
の
坪
の
長
さ
を
計
る
と

抗

3

一
辺
で
約
一
割
の
割
地
し
に
な
っ
て
い
る
と
と
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
大
分
以
反
日
間
寺
遣

跡
に
お
い
て
も
、
坪
の
長
さ
が
一
般
の
正
規
の
条
里
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い
る
と
と
を
注
意
し
て
お
い
た
。
坪
の
丈
量
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

よ
う
に
、
山
尺
で
正
し
く
一
一
じ
ハ

O
尺
と
な
る
の
が
最
も
普
辺
的
な
正
規
の
条
里
で
あ
る
。
し
か
る
に
鈴
鹿
条
里
で
は
約
四

0
0尺
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
平
城
京
、
平
友
立
に
於
け
る
坊
内
の
一
坪
問
。
丈
陀
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
里
の
長
尺
が
切
内
の
坪
と
同
一
山
甲
山
川
を

意
識
し
て
、
火
量
困
地
し
た
も
の
か
い
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
社
長
条
毘
の
地
域
の
坪
の
界
線
は
画
一
的
に
平
行
且
つ
直
交
し
て
い
な
い
ζ

と
に
問

意
す
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
坪
の
形
が
正
し
い
方
形
で
な
い
と
す
れ
ば
、

一
割
増
の
長
さ
も
平
均
値
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
。
と
の
川
の
事
情
ば

更
に
多
く
の
類
例
か
ら
挽
闘
で
告
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
単
位
尺
の
説
長
か
、
或
は
文
丈
量
似
の
増
大
か
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ

ぅ
。
鈴
鹿
条
里
に
似
て
、
坪
の
長
さ
が
よ
ハ

C
間
に
出
入
が
あ
り
、
坪
の
界
線
が
平
行
で
な
い
も
の
を
ふ
く
む
、
条
里
地
域
は
全
国
に
幾
っ
か
あ



る
。
子
近
の
例
で
は
川
町
山
川
広
岡
荘
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
名
古
田
陀
一
市
西
郊
に
残
る
条
毘
遺
構
で
あ
る
。

鎌
倉
円
覚
寺
の
庄
閑
で
あ
っ
た
尾
張
富
田
荘
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
麿
応
元
年
三
三
三
八
年
）
の
絵
地
凶
に
示
さ
れ
た
地
域
は
、

十
日
帰
山
中
川
区
富
岡
町
と
、
前
’
川
郡
蟹
江
町
、
七
呪
町
の
州
泌
す
る
地
方
で
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
附
近
の
現
在
の
州
割
は
大
梯

代
の
現
状
の
地
問
を
み
て
も
明
か
で
あ
る
が
、
水
野
時
一
．
氏
の
一
ぶ
さ
れ
た
字
閲
ぞ
参
照
す
れ
ば
更
に
川
崎
で
あ
る
。

ζ

の
地
域
の
状
況
は
鎌
倉

現
在
名

プ
と
施
行
年
代
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

時
代
の
地
凶
と
り
川
川
…
し
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
に
つ
い
て
詳
細
を
論
ず
る
暇
が
な
い
の
で
、
何
れ
一
怖
を
改
め
て
条
担
の
タ
イ

詮
－

上
箕
田
は
現
在
鈴
鹿
市
で
あ
る
が
、
も
と
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
で
国
府
国
分

寺
も
近
く
、
ヨ
同
の
小
心
地
花
近
い
。

一
九
六
一
年
（
附
和
二
一
十
六
年
）
十
二
月
刊
三
重
県
立
神
戸
高
等
学

校
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ
制

仲
見
秀
雄
、
品
目
旧
版
夫
氏
「
伊
勢
国
鈴
鹿
川
沿
岸
の
条
型
制
l
｜
川
河

曲
部
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」

立
命
館
文
学
一
五
八
号
（
昭
和
三
十
五
年
刊
）
所
載

な
お
鈴
鹿
川
流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
左
記
の
論
文
が
あ
る
。

柑
峨
附
謙
二
郎
、
西
村

mm山
氏
等
「
雌
史
地
則
的
に
み
た
鈴
鹿
市
広
瀬
台

詮

2
註
3

二
、
附

記

以
上
弥
生
期
の
水
同
区
州
の
資
料
は
極
め
て
断
片
的
で
あ
る
が
、
四
ケ
所
の
調
査
報
告
に
よ
っ
て
遺
梢
を
紹
介
し
、
当
該
地
域
の
条
里
遺
構

詮
4 

地
の
初
期
歴
史
時
代
遺
跡
併
」
史
跡
と
美
術
二
七
九
号
所
紙

富
田
の
任
に
関
し
て
は
幾
つ
か
の
論
文
が
あ
る
が
、
庄
凶
と
訓
在
の
地

形
闘
を
対
照
し
て
仰
向
け
た
も
の
に
左
記
の
巾
荷
物
が
あ
る
。

新
地
理
論
雌
第
七
巻
「
際
児
地
理
」
｜
｜
日
本
の
限
史
地
川
、
古
代
i

中
世
（
米
台
三
郎
氏
執
筆
）
中
世
の
村
務
l
第
四
十
九
凶
附
和
二
十

八
年
朝
怠
書
店
刊

水
野
時
二
氏
若
「
尽
阪
の
際
史
地
理
」
上
編
（
東
海
叢
書
第
九
巻
V

字

図
は
同
書
四
八
京
第
八
闘
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

註
5

俺
の
広
域
調
査
に
則
侍
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
楕
を
終
え
て
後
、

と
の
対
照
を
試
み
て
来
た
。
弥
生
則
違
構
の
範
囲
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
充
分
な
対
比
考
察
が
出
来
な
い
の
が
遺
憾
で
あ
る
が
、
今

日
本
考
十
什
学
協
A
F
K

第
一
一
一
十
－
川
総
会
に
出
席
の
機
会
を
向
た
が
、
同
会
の

弥
生
期
の
水
凶
区
制
に
つ
い
て
（
下
〉
（
鏡
山
）

七
七



弥
生
期
の
水
田
区
制
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

4ゴ
/¥ 

川
光
発
表
を
聞
い
て
九
尚
の
問
題
に
関
し
て
二

1
一
二
の
新
し
い
知
見
を
加
え
る
と
と
が
山
米
た
。

そ
の
一
は
登
日
水
間
通
跡
の
調
査
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
度
の
三
副
に
わ
た
る
制
賓
の
結
果
は
熱
烈
中
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
桁
摘
さ
れ
た

要
項
の
二

1
三
を
引
い
て
お
ζ

う

①
水
路
は
従
米
知
ら
れ
て
い
る
南
北
方
向
の
も
の
の
外

一
郎
な
が
ら
東
西
方
向
の
も
の
が
わ
か
っ
た
。

こ
と
で
い
う
東
西

l
南
北
と
は

前
に
述
べ
た
水
路
畦
畔
の
大
略
の
方
向
で
、
正
東
西
の
意
味
で
は
勿
論
な
い
。

＠ 

中
央
水
路
（
尚
北
方
向
）
は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
更
に
一
六

O
米
延
び
て
い
る
の
で
、
以
前
判
明
し
て
い
る
も
の
を
あ
わ
せ
一
一
一
七

O
米
以
上
の
長
さ
と
忠
わ
れ
る
。

＠ 

表
土
か
ら
平
均
し
て
問

O
糎
位
の
深
さ
で
土
師
器
が
出
土
し
、
古
墳
時
代
に
至
り
弥
生
時
代
の
畦
畔
を
再
び
利
用
し
再
開
回
し
た
と
考

え
ら
れ
る
却
分
が
認
め
ら
れ
た

④ 

今
回
調
夜
の
次
回
両
院
慣
は
六
、
八

O
O平
方
米
つ
一
、

O
六
O
坪
）
で
、
従
来
推
定
さ
れ
た
水
問
而
縞
宇
佐
加
え
る
と
、
七
五
、

0
0
0平

方
米
（
二
三
、

0
0
0
坪
弱
）
以
上
の
鉱
が
り
を
持
つ
乙
と
に
な
る
。

以
上
の
事
実
を
宮
内
パ
及
び
実
測
図
で
解
説
さ
れ
た
が
、
特
に
興
味
を
ひ
い
た
の
は
古
墳
期
の
改
修
補
強
で
畦
畔
及
び
水
路
が
そ
の
凶
ま
で
や

ゃ
い
品
い
姿
で
露
出
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
れ
た
ζ

と
で
あ
る
。
乙
の
点
は
弥
生
と
条
思
議
構
と
争
対
比
す
る
垢
合
に
相
当
の
時
間
的
雌
り
を

感
ず
る
際
に
、
中
間
を
埋
め
る
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
ろ
う
。

理
論
的
K
は
、
弥
生
同
却
に
問
問
さ
れ
た
も
の
が
、
大
化
以
降
に
耕
地
松
山
濯
が
行

わ
れ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
差
支
え
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
性
耳
目
で
新
に
推
察
さ
れ
た
よ
う
な
改
修
が
行
わ
れ
る
と
と
は

ヨ
然
と
思
わ
れ
る
。
更
に
乙
の
聞
の
事
情
を
具
体
的
に
捉
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
最
近
被
川
川
県
の
琵
琶
湖
畔
に
あ
っ
た
大
中
の
湖
の
干
拓
に
伴
っ
て
、
古
い
緋
阿
川
引
が
調
査
さ
れ
る
機
運
に
な
っ
て
い
る
。

九
年
以
降
滋
賀
県
が
．
げ
っ
た
調
査
の
慨
裂
が
水
野
正
好
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
が
、
昭
如
問
十
年
間
ま
で
に
多
数
の
木
器
木
製
品
と
と
も
に

川
和
三
十



ト
ぃ
出
そ
の
他
の
生
一
山
川
口
パ
が
豊
富
に
出
土
し
て
い
る
c

漬
物
は
純
文
後
期
よ
り
鎌
倉
時
代
に
至
る
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
判
に
弥
生

式
造
物
の
盟
J

〕
函
に
充
比
さ
れ
る
地
域
が
発
銅
さ
れ
、
一
仰
し
八
－
L

ハ
米
を
隔
て
て
一
一
列
の
矢
似
杭
列
が
発
見
さ
れ
た
。
杭
列
の
幅
は

0
・
九
米
の
畦

畔
状
の
も
の
で
、
内
側
に
は
問
・
八
米
ほ
ど
の
技
い
群
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
税
制
を
見
学
し
て
み
る
と
、
方
角
は
北
京
よ
り
南

内
に
走
っ
て
お
り
、
湖
東
条
思
の
基
本
線
に
近
い
乙
と
が
観
取
さ
れ
る
。
近
く
報
告
古
が
刊
行
さ
れ
る
山
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
論
に
と
っ
て
も

一
川
資
料
が
提
供
さ
れ
る
ζ

と
と
期
待
し
て
い
る
。

町
叫

qd

川
以
後
に
日
本
海
・
万
山
げ
礼
子
、
け
る
低
地
遺
跡
と
し
て
石
川
県
の
猟
橋
遺
跡
と
一
一
一
州
遺
跡
が
械
化
目
さ
れ
た
。
何
れ
も
水
器
、
木
製
品
が
多
く
出
土

し
て
い
て
、
低
得
水
間
経
引
の
地
と
し
て
適
冶
な
地
域
で
あ
る
が
、
遺
構
の
詳
細
は
不
川
で
あ
る
。
ち
な
み
に
近
年
北
陸
の
海
辺
に
あ
る
湖
の

才
l

桁
も
す
す
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
湖
岐
に
遺
跡
の
あ
る
助
合
、
水
田
祉
の
調
査
に
は
よ
い
条
件
を
只
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但

し
ζ

の
楠
の
調
布
に
は
多
く
の
準
備
が
必
裂
で
、
規
模
も
大
き
く
な
る
の
で
、
総
合
調
汽
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
。

註

u本
考
I
H
学
協
会
約
二
十
二
回
総
会
（
昭
和
問
十
一
年
間
H
A
二
十
九
日

1
五
月
一
日
）
研
究
発
表
嬰
旨

い
い
択
制
山
夫
、
思
凡
箭
一
弘
氏
「
設
H
白
遺
跡
水
田
跡
の
発
制
訓
交
に
つ
い
て
」

｜
｜
設
呂
遺
跡
第
六
次
発
制
調
査
概
要

同
上
発
表
要
旨

水
野
正
好
氏
「
滋
賀
県
大
中
の
湖
出
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」

同
上
発
表
袈
旨

上
野
与
一
、
太

m和
夫
氏
「
加
賀
出
猟
橋
遺
跡
」

金
山
．
以
光
、
内
阿
川
相
勝
お
氏
外
「
石
川
県
三
浦
遺
跡
の
調
流
し

川
巡
跡
と
も
低
地
遺
跡
で
、
狐
的
遺
跡
は
附
和
三
十
八
年
よ
り
四
十
年

度
に
か
け
て
行
わ
れ
た
八
日
市
川
の
改
修
工
事
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

も
の
。
主
と
し
て
弥
生
、
土
師
の
出
土
品
が
多
く
、
水
間
迫
械
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。
一
一
－
浦
遺
跡
は
三
十

九
年
松
任
店
業
高
等
学
校
敷
地
で
発
見
さ
れ
、
古
墳
前
期
よ
り
平
安
後

期
に
至
る
届
－
M

げ
が
明
か
に
注
れ
た
と
い
う
。

註

2
註

3五
．
弥
生
期
水
田
区
画
と
条
里
遺
構

上
箕
田
遺
跡
に
閉
し
て
鈴
鹿
川
南
岸
の
条
里
民
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
乙
乙
鈴
開
平
貯
に
み
ら
れ
る
条
閉
山
区
画
の
大
要
は
伊
刻
一
国
平
野
一

弥
生
期
の
水
田
区
割
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
〉

七
九



（
鏡
山
）

弥
生
期
の
水
川
区
劃
K
つ
い
て
〈
下
）

般
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。
乙
乙
に
比
較
的
調
査
の
完
了
し
て
い
る
櫛
田
川
流
域
の
例
を
紹
介
し
て
、
そ
の
特
性
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
。
当

｝＼ 。

地
域
は
も
と
飯
野
郡
、
飯
一
品
郡
、
多
気
郡
の
諸
郡
に
一
日
一
る
も
の
で
あ
る
が
、
各
郡
内
の
条
里
は
州
一
的
な
方
向
線
を
た
ど
る
も
の
で
な
い
乙
と

令
官
ぶ
し
て
い
る
。
櫛
問
川
の
左
岸
下
流
に
は
飯
野
郡
条
里
の
中
核
を
な
す
最
も
広
域
の
も
の
が
あ
る
。

i常勢

伊勢国櫛田川附近条里復元凶

谷間博士ミ平野の開発、による

第23区l

こ
こ
で
は
、
北
よ
り
一
条
一
一
条
と
数
え

て
い
る
。
条
の
起
点
は
現
引
の
海
伴
に
近
い
位

置
に
あ
る
。
こ
の
広
域
条
里
区
は
川
の
布
岸
に

・4
b
断
続
し
な
が
ら
残
っ
て
い
る
c

即
ち
櫛
悶
川

を
挑
ん
で
一
向
伴
平
地
に
ま
た
が
っ
た
同
一
規
格

方
向
地
別
は
、
幾
度
か
の
こ
の
川
の
流
路
変
遷

に
よ
っ
て
泊
さ
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
櫛
田
川
最
下
流
右
岸
に
は
、
被
川

と
の
聞
に
独
立
し
た
別
方
向
の
条
里
区
が
存
在

す
る
。
多
気
郡
も
条
里
方
向
よ
り
す
れ
ば
、
図

示
（
第
二
三
図
）
す
る
よ
う
に
数
個
の
条
里
区

が
分
布
し
て
い
る
。
乙
と
に
多
気
郡
の
幽
側
に

は
、
前
に
あ
げ
た
鈴
鹿
川
市
岸
の
条
叩
一
以
一
の
よ

う
な
、
州
線
偏
向
の
飢
絡
は
ず
れ
の
も
の
も
認

め
ら
れ
る
。
谷
岡
武
縫
博
士
が
桁
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
旧
明
足
利
南
部
で
は
肝
線
が
ほ
ぼ



南
北
に
通
じ
て
い
て
も
、
阻
線
が
そ
れ
と
直
文
せ
ず
、

一
坪
内
の
区
画
が
菱
形
と
な
る
場
合
も
あ
ら
わ
れ
る
。

そ
の
原
因
を
主
と
し
て
「
段
正

や
新
期
洪
積
層
台
地
の
存
在
、
た
び
た
び
の
氾
慌
に
よ
る
流
路
の
変
更
、
徴
地
形
的
連
絡
性
の
欠
除
な
ど
」
の
自
然
地
理
的
条
件
に
お
か
れ
て

い
る
が
、
畿
内
の
中
央
地
や
大
阪
か
ら
の
隔
り
、
す
な
わ
ち
「
古
代
に
お
け
る
周
辺
地
の
性
格
の
反
映
」
と
い
う
歴
史
的
な
面
も
忘
れ
て
お
ら
れ

ぬ
。
畿
内
と
地
方
、
先
進
地
帯
と
後
進
地
帯
の
対
照
か
ら
、
条
里
の
不
整
合
を
解
釈
さ
れ
る
方
針
は
、
私
の
こ
の
論
文
で
取
あ
つ
か
っ
た
主
旨

と
符
合
す
る
。
法
隔
地
帯
、
後
進
地
帯
に
於
け
る
不
整
合
の
現
象
は
伊
勢
国
に
例
を
あ
げ
た
が
、
前
述
の
豊
後
国
国
東
町
の
回
深
川
の
北
岸
地

域
の
条
里
に
も
川
似
た
性
格
が
あ
り
、
駿
河
凶
駿
束
郡
の
旧
愛
鷹
村
（
現
布
市
津
市
の
凶
部
〉
に
み
ち
れ
る
条
旦
に
類
し
た
土
地
区
繭
に
も
相

通
ず
る
性
格
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
不
終
合
、
若
干
規
格
に
外
れ
た
土
地
区
削
は
、
弥
生
期
水
田
区
画
に
共
通
す
る
特
色
で
も
あ
る
。

規
格
外
れ
と
い
う
と
語
弊
が
あ
る
が
、
弥
生
期
の
水
同
区
画
が
全
く
の
無
統
制
で
あ
る
と
い
う
窓
味
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て

今
日
か
ら
み
る
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
統
制
規
絡
を
内
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
登
呂
水
田
遺
構
を
条
里
区
耐
の
追
椛
と
混
同

す
る
論
も
み
ち
れ
る
の
で
あ
る
。
登
け
r
ハ
追
跡
に
於
け
る
水
田
遺
構
と
条
里
と
の
関
係
は
本
論
の
最
初
に
述
べ
た
の
で
、
こ
乙
に
一
両
ぴ
と
り
あ
げ

る
必
要
も
な
い
が
、
駿
河
平
野

κ於
け
る
条
里
に
関
連
し
て
静
岡
市
有
東
第
二
遺
跡
を
と
り
あ
げ
て
弥
生
期
の
土
地
灰
一
一
削
の
問
題
に
も
ど
っ
て

み
よ
、
っ
。

心
付
東
第
二
遺
跡
と
い
う
の
は
、
登
凡
退
跡
の
北
々
東
約
七

O
O米
の
位
置
に
あ
る
。
附
和
二
十
三
年
の
夏
登

ι遺
跡
調
斉
川
の
一
員
と
し
て

参
加
し
た
時
陀
、
乙
の
追
跡
を
通
過
し
て
水
同
一
由
の
な
か
に
広
い
水
溜
り
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
杭
頭
が
列
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
実
見
し

た
。
登
日
遺
跡
の
畦
畔
遺
構
と
共
に
調
査
の
実
施
ぞ
期
待
し
て
い
た
が
、
す
で
に
昭
和
二
十
一
一
一
年
四
月
下
旬
に
後
藤
守
一
教
授
や
杉
原
荘
介
氏

注
2

等
に
よ
っ
て
応
急
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
後
調
査
の
概
要
は
考
古
学
年
報
に
簡
単
な
記
述
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
以

4

卜
は
そ
の
調
査
概
要
の
紹
介
で
あ
る
。

有
東
第
一
遺
跡
と
名
付
け
ら
れ
る
遺
跡
は
、
登
日
期
以
前
か
ら
の
土
器
様
式
を
し
め
し
、
文
珍
ら
し
い
小
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
第
二

弥
生
期
の
水
回
区
劃
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

/¥ 



弥
生
期
の
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区
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日lI 

遺
跡
は
そ
の
北
方
に
あ
っ
て
、
登
月
期
の
土
器
を
出
土
し
て
い
る
。
調
査
さ
れ
た
地
域
は
、

9 宇 1,0 lp 29m 

×
J

．0
米
の
範
聞
で
あ
る
が
、
四
地
域
に
大
別
さ
れ
る
杭
列
と
、
井
戸
一
ケ
所
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一二

O
米

調
査
さ
れ
た
時
は
す
で
に
杭
列
の
一
部
は
抜
き
と
ら
れ
て
い
た
の
で
、
記
録
さ
れ
図
示
さ
れ
た
も
の
が

全
部
で
な
い
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
木
杭
の
列
は
凶
の
よ
う
に
ほ
ぼ
一
直
線
を
な
し

I
、
－
列
は
約 有東第二遺跡杭列図第24凶

地点l矢板数ω｜延 長｜ 訓
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一
七
・
五
米
へ
だ
て
て
平
行
し
て
い
る

い
ま
調
査
さ
れ
た
矢
板
列
に
つ
い
て
、
走
向
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
第
八
表
の
よ
う
に
な
る
。

杭
は
割
木
の
先
を
尖
ら
し
、
長
さ
六

O
乃
至
七

O
糎
程
度
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。
杭
列
線
は
土
採
り
工
事
中
に
相
当
数
が
抜
き
去
ら
れ
て

い
る
の
で
、
現
存
の
杭
列
だ
け
で
判
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
す
べ
て
が
連
結
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
水
田
造

構
と
判
定
出
来
な
い
し
、
文
住
民
に
関
係
あ
る
も
の
と
い
う
推
測
も
積
極
的
に
は
主
取
さ
れ
て
い
な
い
。
後
藤
教
授
は
畦
畔
遺
様
で
あ
る
な
ら

ば
、
二
列
に
な
る
は
ず
で
、
又
土
器
が
相
当
量
発
見
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
こ
の
地
域
が
水
同
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
の
可
能
性
は
住
居
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
と
い
う
考
え
も
提
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
が
、
断
定
は
ひ
か
え
ら
れ
て
い
る
。
因
に
査
昌
造
跡
と

同
じ
く
乙
の
地
帯
か
ら
弓
状
、
剣
形
の
木
器
、
鉢
、
鍬
等
の
木
製
品
も
出
土
し
て
い
る
。

以
上
木
杭
の
年
代
を
弥
生
後
期
の
も
の
と
す
れ
ば
、
私
は
こ
乙
に
そ
の
走
向
を
問
題
と
し
た
い
。

E
は
三
本
の
集
団
が
一
列
で
な
い
か
ら
除

く
と
し
て
、

I
、
E
、
W
は
前
記
の
よ
う
に
北
三
三
度
1
三
五
度
西
傾
し
て
い
る
。
ゴ
一
ケ
所
の
矢
板
列
の
走
向
は
現
在
こ
の
地
域
に
遺
存
し
て

い
る
条
皇
区
画
と
も
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
を
新
に
し
て
お
こ
う
。
す
で
に
「
登
呂
の
水
田
区
画
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
駿

河
胸
中
の
条
皇
は
北
四
十
度
出
傾
す
る
万
向
で
あ
っ
た
。
有
東
第
二
遺
跡
の
抗
列
と
の
差
は
七

t
五
度
に
す
ぎ
な
い
。

乙
の
角
度
は
登
呂
水
出

凶
の
矢
板
列
に
も
近
似
し
て
い
る
。

菊
池
山
哉
氏
は
そ
の
著
「
登

ι遺
跡
の
再
検
討
」
に
於
て
、
登
同
遺
跡
の
水
田
畦
畔
遺
構
は
班
回
収
授
即
ち
条
里
民
両
以
後
の
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
色
々
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
根
本
の
理
由
は
条
旦
定
問
と
近
似
し
て
い
る
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
矢
板
に
よ
っ
て
ぶ

さ
れ
る
水
田
遺
構
は
条
里
遺
構
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
実
は
、
最
初
に
両
者
の
関
係
を
説
明
し
た
の
で
、
く
り
返
す
必
妥
は
あ
る
ま

ぃ
。
今
日
大
化
時
代
の
条
里
遺
械
と
い
わ
れ
る
も
の
は
登
呂
遺
跡
の
よ
う
な
矢
板
列
や
杭
列
の
状
態
で
説
明
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
各

弥
生
期
の
水
間
区
劃
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

/¥ 



弥
生
期
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水
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区
劃
に
つ
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て
（
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〉
（
鋭
山
〉
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四

地
に
み
ら
れ
る
条
虫
逃
椛
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
現
存
の
道
路
畦
畔
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
て
い
る
。

現
荘
で
も
正
硲
な
九
一
川
測
を
行
え

ば
、
各
地
の
条
里
地
区
割
は
誤
差
の
す
く
な
い
乙
と
は
仙
沼
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
平
行
、
直
角
の
計
側
、
延
長
計
算
、
方
向
等
精
均
衡
に
測
量
す

る
場
合
に
は
、
乙
の
ζ

と
が
よ
く
混
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
比
ぶ
れ
ば
、
弥
生
期
の
迫
梢
と
称
す
る
矢
板
列
、
杭
列
等
は
臨
線
コ

1
ス

さ
え
正
確
で
な
い
。

ζ

の
く
る
い
の
な
い
直
線
に
杭
を
並
列
す
る
技
法
、
又
は
直
角
に
角
度
を
は
か
る
技
術
等
は
、
弥
生
期
に
は
行
わ
れ
な
い

の
が
当
然
で
あ
る
。
弘
ど
も
は
そ
れ
等
の
木
、
板
の
並
列
の
観
察
か
ら
、
古
代
の
田
地
医
幽
を
み
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
川
分
は
弥
生
後

則
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
事
実
は
弥
生
後
期
の
低
温
田
地
開
拓
の
状
態
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
地
質
的
条
件
に
よ
っ
て
木
材
の
水

加
保
存
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

乙
れ
等
の
木
材
が
地
下
に
保
存
さ
れ
る
が
た
め
に
、
水
間
而
は
浮
動
性
を
お
び
て
捉
え
難
い
が
、
畦

畔
水
路
の
線
は
地
．
卜
に
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
水
田
畦
畔
の
補
強
に
打
ち
こ
ま
れ
る
杭
列
も
、

一
直
線
に
は
な
っ
て
い
な
い
け
れ
ど

も
、
畦
畔
そ
の
も
の
が
直
線
で
あ
る
な
ら
ば
、
短
距
離
の
計
測
で
は
ジ
グ
ザ
グ
に
な
っ
て
い
て
も
、
長
距
離
の
全
長
を
通
観
す
る
時
は
、
直
線

方
向
に
な
ら
ぶ
の
が
主
総
で
あ
る
。

し
か
し
弥
生
期
の
杭
列
は
多
く
の
場
合
ゆ
る
や
か
な
カ
l
ブ
を
描
い
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
乙
れ
ま

で
随
所
で
注
意
し
て
き
た
。
し
か
も
そ
れ
等
は

一
定
の
方
向
を
示
し
て
い
る
事
実
は
否
定
山
米
な
い
し
、
文
そ
れ
等
が
集
合
し
て
い
る
時
に

は
、
平
行
直
角
の
関
係
も
、
条
里
ほ
ど
正
確
で
な
い
に
し
て
も
、
水
田
区
画
が
方
形
又
は
長
方
形
に
近
い
乙
と
も
証
明
し
て
き
た
。
水
田
一
枚

一
枚
が
任
意
に
広
狭
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
畦
畔
の
走
向
も
厳
密
で
は
な
い
が
、

一
つ
の
規
制
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
乙
の
事

実
は
弥
生
期
の
水
田
が
或
種
の
共
同
体
の
開
発
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
乙
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
共
附
水
利
の
立
川
掛
か
ら
個
々

の
水
田
が
幹
線
濃
概
水
路
を
持
ち
、
分
水
、
排
水
の
共
通
し
た
利
便
を
受
け
る
よ
う
な
統
制
力
が
存
在
す
る
ζ

と
ぞ
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
水
田
の
共
同
水
利
の
及
ぶ
範
囲
は
、
後
世
の
条
里
区
割
の
際
に
も
根
強
く
保
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ζ

の
こ
と
が
弥
生
水
田
区
画
と
条

思
水
田
区
画
が
一
致
、
お
し
く
は
近
似
す
る
原
因
で
あ
ろ
う

す
で
に
私
は
ζ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
弥
生
期
水
田
遺
跡
の
例
を
あ
げ
て
き
た
。
簡
単
に
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
左
記
の
よ
う
な



例
証
を
あ
げ
て
き
た

て
附
間
市
登
日
遺
跡
と
、
有
東
第
二
遺
跡
を
ふ
く
む
弥
生
期
の
杭
列
、
矢
板
列
と
、
駿
河
条
里
区
の
方
向
近
似
。

二
、
駿
河
国

l
伊
豆
園
に
於
け
る
弥
生
期
の
溝
、
杭
、
矢
板
列
と
数
地
区
に
区
分
さ
れ
る
条
里
水
田
区
画
方
位
と
の
一
致
。

＝
寸
大
分
県
安
国
寺
遺
跡
に
於
け
る
杭
（
矢
板
〉
列
の
走
向
の
周
辺
条
里
方
向
と
の
近
似
性
。

一
地
域
の
条
里
区
画
が
如
何
校
に
し
て
設
定
さ
れ
る
か
種
々
の
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

今
考
え
ら
れ
る
要
因
を
あ
げ
て
み
る

と
第
て
政
治
的
行
政
区
阿

第
一
一
、
自
然
地
形
的
な
条
件

第一一
J

先
行
水
間
の
水
利
を
附
興
す
る
傾
向

な
ど
で
あ
る
。

私
は
第
J

一
の
傾
’
川
に
重
点
を
山
説
い
て
論
争
す
、
め
て
き
た
が
、
そ
れ
も
、
第
一
、
第
二
も
関
連
の
な
い
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
水
田
規
制
の

行
わ
れ
る
社
会
統
制
は
、
政
治
的
な
権
力
支
配
に
せ
よ
、
共
同
体
的
な
相
互
援
助
に
せ
よ
、

弥
生
期
が
そ
の
発
生
期
で
な
い
。

そ
れ
に
し
て

も
、
弥
生
期
に
は
小
国
家
鮮
の
発
生
が
あ
り
、
遺
跡
か
ら
は
集
篠
墳
業
訴
に
み
ら
れ
る
社
会
集
団
の
実
情
か
ら
、
戎
る
程
度
の
秩
序
編
成
が
存

花
し
た
ζ

と
は
否
定
出
来
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
断
続
的
な
が
ら
、
本
誌
掲
載
の
幾
つ
か
の
論
文
で
指
摘
し
て
き
た
。
条
里
区

制
に
関
辿
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
原
史
的
に
は
大
化
年
代
に
郡
郷
の
制
度
が
明
文
化
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
地
方
制
度
の
法
的
規
制
に
は
従
来

の
地
方
の
閣
例
が
参
酌
き
れ
る
の
は
出
然
で
あ
る
。
三
世
紀
の
灘
志
倭
人
伝
に
見
え
る
対
馬
園
、
壱
岐
圏
、
松
虚
園
、
伊
都
国
な
ど
、
凪
名
が

大
化
以
降
の
郡
制
に
関
連
の
あ
る
乙
と
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
従
来
条
里
区
画
は
そ
の
部
制
に
規
制
さ
れ
る
所
が
多
い
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
地
域
の
条
里
研
究
が
す
h

む
と
、

一
郡
内
に
異
方
向
の
条
里
区
が
存
夜
し
て
い
る
例
も
少
く
な
い
乙
と
が
明
ら
か
に

弥
生
期
の
水
田
区
割
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
〉

八
五
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な
っ
た
。

そ
れ
陀
は
や
は
り
地
形
的
な
要
件
が
加
わ
っ
て
い
る
と
と
も
理
解
出
来
な
い
ζ

と
は
な
い
。
し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
と
、
自

然
地
形
は
日
本
の
水
田
地
帯
で
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
広
漠
と
し
た
平
坦
地
が
つ
Y
い
て
い
る
地
形
は
少
く
、
巨
規
的
に
そ
の
よ
う
な
大
平

野
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
部
分
的
に
は
水
系
傾
斜
が
入
り
く
ん
で
い
る
場
所
が
多
い
。

い
わ
ん
や
狭
い
谷
々
に
ま
で
、
古
く
よ
り
開
国
さ
れ
た

事
例
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
各
々
独
立
し
た
水
問
機
蹴
は
地
形
傾
斜
に
支
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
谷
や
大
平
野
の
様
端
な
例
を
の
ぞ

い
て
、
日
本
の
一
般
の
平
地
に
つ
い
て
条
里
区
の
実
情
を
み
て
み
る
な
ら
ば
、
す
で
に
あ
げ
た
聴
河
、
伊
豆
、
伊
勢
地
方
の
諸
例
を
み
る
ζ

と

に
よ
っ
て
、

一
般
的
な
傾
向
が
理
解
さ
れ
る

上
述
の
よ
う
に
、
地
方
の
条
里
区
に
つ
い
て
は
稀
に
厳
正
な
規
格
か
ち
は
ず
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ぞ
れ
が
条
里
時
代
よ
り
も
古
い
土
地
割
の

た
Y
し
大
和
平
野
の
条
里
な
ど
は
中
央
政
権
の
所
在
地
で
あ
る
か
ら
、
厳
正
な
規
格
工
事
が

’νa
b
 

施
行
さ
れ
た
代
表
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
大
和
の
条
里
基
線
は
平
野
に
南
北
に
通
ず
る
下
ッ
道
に
あ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

様
相
を
示
す
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
ツ
道

山
辺
路

色
、
と
も
に
平
行
し
て
条
里
茶
線
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
二
十
数
粁
に
わ
た
っ
て
、
南
北
方
位
を
正
確
に
は
か
つ
て
い
る
。
原
代
帝
都
の

所
在
地
で
あ
っ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
中
国
文
物
の
影
響
を
受
け
た
段
階
で
は
、
新
帝
都
が
南
北
方
位
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
ζ

と
も
当
然
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
最
初
か
ら
当
地
域
の
水
田
地
帯
が
こ
の
よ
う
な
方
位
を
厳
守
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。
大
和
平
野
全
域
を
一
圏
と
す
る
岡

一
的
な
水
田
区
画
は
、
大
化
前
代
存
夜
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
太
化
以
後
に
は
岡
一
的
大
土
木
工
事
を
施
行
す
る
政
治
権
力
と

そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
技
術
水
準
が
存
し
て
い
た
乙
と
は
考
え
ら
れ
る
。
今
ζ

与
に
例
証
し
よ
う
と
す
る
斑
鳩
法
隆
寺
附
近
の
古
代
地
割
の

註
3

問
題
は
、
す
て
に
条
里
の
起
源
に
も
関
連
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
条
里
の
起
源
に
つ
い
て
年
代
的
に
問
題
に
な
る
大
化
前
後
は
、
飛
山
川

地
方
に
あ
っ
た
が
、
明
徳
太
子
の
斑
鳩
宮
の
故
地
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
知
見
が
加
わ
っ
た
。
か
つ
て
法
隆
寺
の
前
身
と
さ
れ
る
若
草
伽
院
の
キ

世
調
査
に
よ
っ
て
、
乙
の
寺
が
四
天
王
寺
式
の
配
置
を
持
ち
、
建
物
の
方
位
が
磁
北
で
二

0
・
度
の
傾
斜
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
花
意
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
法
隆
寺
東
院
の
地
下
か
ら
斑
鳩
宮
の
一
部
と
惟
定
き
れ
る
建
築
祉
が
発
凡
さ
れ
、
乙
れ
の
磁
北
約
十
二
度
の
側
（
京
傾
〉
を
示
し
て
い



る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
乙
れ
等
の
軸
線
に
応
じ
て
、
乙
の
方
位
に
近
似
し
た
道
路
も
あ
り
、
か
つ
て
は
当
地
に
南
北
枕
を
と
ら
な
い
地
割
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
法
隆
寺
の
現
存
建
物
は
南
北
位
を
と
っ
て
い
て
、
前
後
二
つ
の
寺
院
の
聞
に
地
割
の
改
正
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
条
里
以
前
の
地
割
は
正
し
い
方
格
地
割
で
な
い
し
、
叉
平
行
直
角
の
路
線
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
相

似
た
方
向
で
決
定
さ
れ
て
い
た
と
と
は
、
弥
生
期
水
田
地
割
り
に
共
通
す
る
性
格
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
論
を
お
し
す
h
む
れ
ば
、
大
和
平

野
に
も
大
化
前
代
に
緋
田
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
の
で
、
幾
つ
か
の
違
っ
た
水
田
区
爾
を
も
っ
た
ζ

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
畿
内
条
里
は
大
和

平
野
を
代
表
と
し
て
、
広
域
に
宣
っ
て
南

i
北
方
向
に
整
然
と
し
た
土
地
区
画
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
大
化
以
後
中
央
政
府
の
所
在

地
に
近
く
あ
っ
た
大
和
、
山
城
、
河
内
の
平
野
中
心
部
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

す
で
に
、
L
へ
和
平
野
で
ほ
平
城
京
条
坊
に
連
っ
て
、
区
画
さ
れ
た
基
本
的
条
里
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
悶
辺
に
は
特
殊
条
里
が
存
在
し
て

い
た
。
秋
山
日
出
雄
氏
は
ζ

れ
等
壱
整
理
し
て
、
平
群
郡
に
内
平
簿
、
龍
田
の
両
条
皇
、
葛
下
郡
に
真
野
、
慕
門
両
条
里
、
高
上
郡
に
巨
勢
条

里
、
高
市
郡
に
槍
前
、
呉
原
の
両
条
里
の
存
在
を
推
定
さ
れ
た
。
又
基
本
条
里
も
詳
細
に
観
察
す
れ
ば
、
決
し
て
単
一
の
条
里
で
な
く
、
各
柏

の
条
里
が
複
縦
に
錯
綜
し
て
い
る
実
情
を
分
析
さ
れ
て
い
る
。
坪
の
面
積
が
奥
る
こ
れ
等
の
独
立
条
里
一
包
の
存
本
は
、
奈
良
企
地
の
中
心
部
に

開
さ
れ
る
東
閥
、
南
北
の
基
準
条
里
の
地
下
に
、
同
様
の
幾
つ
か
の
独
立
し
た
地
割
り
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。

大
和
平
野
の
凶
に
う
つ
る
と
、
河
内
の
古
い
地
割
り
に
つ
い
て
も
、
恐
ら
く
大
和
平
野
と
同
じ
状
抽
出
と
推
測
さ
れ
る
。
と
の
方
面
の
条
旦
呼

付
け
の
順
列
が
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
端
告
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
ζ

の
地
域
の
詳
細
に
つ
い
て
の
制

査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
更
に
大
阪
市
内
の
古
い
地
割
り
に
つ
い
て
は
、
難
波
京
の
発
掘
に
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
“
摂
武
夫
阜
の
難
波
宮
の

朝
立
院
、
内
・
表
枇
及
天
武
朝
の
難
波
宮
の
内
裏
祉
な
ど
は
発
掘
調
茶
、
も
す
L
ん
で
、
遺
構
の
軌
線
は
正
南
北
で
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
そ
れ
と
異
る
方
向
の
溝
や
建
物
の
祉
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
天
武
朝
以
前
の
如
何
な
る
性
質
の
建
物
で
あ
る
か
を
決
定
す
る

段
階
で
は
な
い
が
、
正
南
北
方
位
を
と
ら
な
い
前
時
代
の
地
割
り
な
り
、
建
物
の
存
在
は
有
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

弥
生
刻
の
水
田
区
却
に
つ
い
て
（
下
〉
（
鏡
山
）

/¥ 
七



弥
生
期
の
水
田
区
割
に
つ
い
て
（
下
）
（
鏡
山
）

/¥ 
/¥ 

河
内
国
の
周
辺
を
み
る
と
、
和
泉
の
国
で
は
す
で
に
南
北
位
を
と
ら
な
い
条
里
線
も
多
く
、
旧
大
鳥
郡
大
鳥
郷
域
で
は
比
較
的
狭
い
範
囲
の

住
B

条
里
区
が
残
っ
て
い
る
ζ

と
を
米
倉
二
郎
教
授
が
指
摘
主
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小
さ
な
条
里
区
が
分
布
す
る
乙
と
は
、
や
は
り
前
時
代
的
な
水
田
区
閥
、
こ
と
に
在
来
の
漉
概
水
系
を
無
視
出
来
。
す
、
そ
の
旧

来
の
幹
線
を
直
線
化
し
て
設
定
し
た
面
も
考
え
あ
わ
せ
ね
ば
な
る
ま
い

直
交
す
る
こ
つ
の
方
向
に
規
制
さ
れ
る
方
針
は
、
す
で
に
弥
生
期
に
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
が
又
か
な
り
の
広
い
範
聞
に
及
ん
で
い
た
こ
と

も
、
登
自
1
有
東
の
遺
構
か
ら
推
測
出
来
る
。
そ
し
て
弥
生
期
の
方
向
が
条
里
の
水
田
務
理
に
際
し
で
も
踏
襲
さ
れ
た
形
遮
の
あ
る
乙
と
を
考

え
る
材
料
に
も
な
る
。

こ
の
こ
と
は
現
在
の
条
里
区
か
ら
、
弥
生
期
の
水
閃
の
一
招
単
位
を
推
測
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
に
も
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
論
も
う
ま
れ
る

私
は
現
花
の
条
里
区
一
を
そ
の
ま
h

弥
生
水
聞
の
一
括
地
と
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
条
里
遺
構
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
推
察
さ

れ
る
操
作
の
可
能
性
を
提
示
し
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
と
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
資
料
か
ら
可
能
性
を
示
す
に
充
分
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
少
数

の
資
料
か
ら
、
全
而
的
な
法
則
を
即
決
し
得
な
い
。
し
か
し
将
来
は
両
者
の
関
連
を
示
す
資
料
も
、
研
究
方
法
の
如
何
に
よ
っ
て
は
期
待
し
得

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

弥
生
期
の
水
田
区
間
が
個
々
の
小
規
模
経
営
で
な
い
こ
と
は
駿
河
、
伊
豆
平
野
其
の
他
の
諸
遺
跡
に
つ
い
て
推
察
す
る
と
と
が
出
来
た
。
共

遇
す
る
水
利
問
題
に
つ
い
て
も
、
恐
ら
く
農
耕
共
同
体
の
規
制
が
早
く
よ
り
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
弥
生
後
期
の
遺
跡
に
よ
っ
て
の
み
そ

の
こ
と
を
推
論
す
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
乙
の
事
実
は
日
本
の
古
代
農
耕
経
営
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
特
性
と
し
て
理
解
発
展
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
問
題
と
考
え
る
。

（
由
冗
）



詮

伊
勢
国
南
の
条
盟
遺
構
に
つ
い
て
は
占
く
は
友
の
文
献
が
あ
る
。

大
西
源
一
氏
「
伊
勢
国
飯
野
多
気
耐
郡
に
於
け
る
条
盟
の
復
原
L

膝
史
地
唄
八
五
の
二
〔
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九
五
四
）

最
近
で
は
左
記
の
編
者
が
あ
る
。

族
同
鎌
二
郎
氏
編
「
河
谷
の
歴
史
地
理
｜
櫛
田
川
・
紀
ノ
川
流
域
L

（
一
九
五
八
〉

な
お
第
二
寸
一
二
凶
と
そ
の
説
明
は
光
一
似
の
警
に
よ
っ
た
。

谷
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問
土
「
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野
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発
」
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浅
野
清
氏
「
法
隆
寺
建
築
綜
観
」
ハ
昭
和
二
十
八
年
九
月
〉

国
立
博
物
館
「
法
隆
寺
東
院
に
於
け
る
発
掘
調
査
報
告
書
」

日
本
文
化
史
大
系
、
三
奈
良
時
代
昭
和
三
十
一
年
十
一
月

館
刊
秋
山
日
出
雄
氏
編
述
「
大
和
平
野
の
条
里
凶
」
参
照

日
本
文
化
史
大
系
ニ
飛
鳥
時
代

七
八
関
南
河
内
の
条
堅
制

山
根
徳
太
郎
氏
を
中
心
と
す
る
難
波
京
遺
跡
調
査
の
業
縦
で
あ
る
。

最
近
の
関
係
レ
ポ
ー
ト
は
、

「
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波
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研
究
中
間
報
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日
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発
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跨
史
地
則
的
考
察
」
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The Division of Rice-field in the 

Yayoi Period (HI) 

Takeshi KAGAMIYAMA 

I have already given sorr.e data as to tl:e sites of the rice-field 

of Yayoi Period, such as them in Toro (~f ED and Ankokuji ('tffil 
4 ), in the previous articles. On the basis of these data, the 

following points may be suggested in conclusion: 

1) Even in Yayoi Period, tte system of the division of rice-field 

is already extended to quite a wide area. Each field is square or 

oblong, and the typical example is the one in Toro. 

2) Some square divisions of Jyori System, which were made after 

Taika period, are located in the same direction as those rice-fields 

which were explored in Yayoi Period. The The examples are found 

in the sites of Sunto-gun CM:~Ui[O in Shizuoka Prefecture. 

3) The square divisions in Kinai district-Yamato, Yamashiro and 

Kawachi-extend unexceptionally from south to north, although 

there were different land-divisions in the former period. The 

example is found in Ikaruga (liJEJ\(l). 

I 
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